
瀬戸内海歴史民俗資料館は、令和５年 11 月３日に開

館 50 周年を迎えます。それを記念して、瀬戸内の文化

を多角的に学ぶため、異なる分野で活動する講師を招

き、それぞれの視点から瀬戸内について考える連続セミ

ナーを開催します。 

第５回は、瀬戸内海の直島で地域に伝わるモノやコト

をアーティストの視点で掘り起こし、アーカイブや展示

活動をされている下道基行氏と、高松市塩江町で地域活

性化事業を行うかたわら、空き家のリノベーションを通

じて残されたモノをアーカイブし、人類学者やアーティ

ストと協同しながら、個人史・家の歴史を地域の歴史に

昇華させる試みなどを行っている村山淳氏をお迎えし、

当館職員を交えて「地域資料のアーカイブ」をテーマに

座談会を行います。 

 

瀬戸内海歴史民俗資料館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時   令和５年６月２４日（土） 10：00～11：30 

講 師   下道
したみち

 基
もと

行
ゆき

 氏 （瀬戸内「 」資料館館長） 
写真家、美術家。代表作に日本各地に残る軍事施設跡を４年間かけて調査・撮影した「戦争のか

たち」シリーズ（2001-2005）や、日本の植民地時代の遺構として残る鳥居を撮影した代表的なシリー

ズ「torii」（2006-2012）など、旅やフィールドワークをベースにした制作活動で知られる。 

             村山
むらやま

 淳
じゅん

 氏 （(一社)トピカ代表理事） 

英国スコットランドに留学後、大学院で言語学、言語哲学などを専攻。大学院修了後、高

松市塩江町地域おこし協力隊として香川に移住。2020 年より一般社団法人トピカ代表理事として、

「幸福なダウンサイジング」を目標に主に高松市塩江町の地域づくりと活性化に携わっている。 

会 場  瀬戸内海歴史民俗資料館 瀬戸内ギャラリー（第１展示室中２階） 

参 加 料  無料 

定 員  30 名 （５月 23 日（火）から受付開始・先着順） 

申込方法   電話または来館で事前申し込み 

 

■お申し込み・お問い合わせ先  

     開館 50周年記念事業 連続セミナー「５つの視点から瀬戸内を見る」 

 

聴講者募集 

無料 

S e t o  I n l a n d  S e a  F o l k  H i s t o r y  M u s e u m 

瀬戸内海歴史民俗資料館 
 

〒761-8001高松市亀水町 1412-2（五色台山上） 
TEL 087-881-4707 FAX 087-881-4784  
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/setorekishi/ 

瀬戸内「 」資料館 
展示収蔵室 
写真：山本糾 

瀬戸内海歴史民俗資料館 

企画展「いにしによる」 


